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要約

　近年，音楽配信サービスが活性化する一方，CDの売り上げは低迷している。そこで，音楽配信サービスを利用する消費者と，CDを購入する消費者にはどのような違いがあるかを明らかにすることで，それぞれの消費者に対するアプローチを提言したい。

　アンケート調査を行った結果分かった事は，ラジオ情報を重視する人ほど，音楽配信サービスを利用意向は高いということと，話題性を重視する人ほど，CDを購入意向は低いということである。
　そして，時間を重視し，安全性を重視せず，アーティストに好感を持ち，歌詞カードを重視しない人ほど，音楽配信サービスを利用する確率が高く，話題性を重視せず，インターネット情報を重視しない消費者ほど，CDを購入する確率が高いということも分かった。
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1， 研究目的

ここ数年，音楽業界は販売不振により苦境にあえいでいる。そんな中，インターネットが普及し，有料音楽配信ビジネスが活発になってきている。しかしその一方で，CDの売り上げは低迷している。これは消費者が音楽を購入する際の意識がCDから有料音楽配信へと移行しているからと捉えることができるかもしれないが，私は音楽業界全体を考えたとき，CDというパッケージ商品の魅力を求める消費者も少なくないのではないかと思う。そういうわけで，有料音楽配信かCDかではなく，両者を音楽購入の手段として用いることもできるのではないかと考え，この研究を通し有料音楽配信を望む消費者とCD購入を望む消費者にはどのような違いがあるのか，また，音楽を購入する際，どのようなことを重視しており，それらが有料音楽配信利用とCD購買にどのような影響を与えるのかを知りたいと考えた。

2， 音楽配信ビジネスの動向

インターネットの世界でアップルコンピュータが始めた音楽配信サービス「iTunes Music Store」が合法の有料サービスとしてアメリカで初めて成功する兆しを見せている。このサイトでは，20万曲（スタート時）のメニューから1曲99セントでダウンロードすることができる。2003年4月に始まったiTunesで販売された曲は1年間で7,000万曲に達した。アメリカでは，以前ナップスターが無料ダウンロードを浸透させてしまったことで，インターネットでは無料で音楽が入手できるというイメージが定着してしまったといわれている。他方，主要レコード会社が始めた有料のインターネット配信サービスは，レコード会社ごとに楽曲が分散して利用しにくく，使用制限が厳しいうえ料金も高いために，どれも期待通りの成果をあげることができなかった。そうした障壁をiTunesは乗り越え，合法的で有料のインターネット音楽配信ビジネスのあり方，可能性を初めて示した。

3， CDを購入する消費者

CDを購入する消費者はどのような特性があるのだろうか。また，CDを購入するに当たり，消費者にとって重要なことはなんなのだろうか。また，なぜその店舗で購入しているのか。2003年10月1日から20日に社団法人日本レコード協会は，音楽CD購入者の実態を把握すると共に、その背景にあるユーザーの意識や関連ハード、インターネット利用実態等の環境変化を明らかにすること等を目的とし，音楽メディアユーザー実態調査を行っている。以下では，この調査をもとに，CDを購入する消費者の特性を見ていく。

音楽メディアユーザー実態調査の調査設計は以下の通りである。

調査対象者：12～69才男女

調査エリア：東京30ｋｍ圏

抽出方法：エリアサンプリング法（1,200サンプル）

調査方法：質問紙による面接留置き自記入式

3-1，CD購入者の特徴

CD購入者はDVDソフトを購入している割合が高い。加えて，インターネットを利用し，音楽関係のホームページも見ている人が多い。さらに，インターネットの有料音楽配信サービスの認知度も高い，という特徴があることが分かる。

　

表1　CD購入者の特徴

	
	DVD
	インターネット

	
	DVD購入あり
	利用している
	利用していない
	音楽関係のHPをよく見る～たまに見る

	総数
	44.9
	54.0
	41.1
	52.0

	CD購入
	55.0
	64.5
	29.6
	60.7

	CD非購入
	26.1
	42.4
	54.0
	37.8


	
	インターネット有料音楽配信サービス

	
	知っていた・利用したことがある
	内容は知っていたが利用したことはない

	総数
	5.9
	43.3

	CD購入
	4.0
	23.0

	CD非購入
	5.0
	33.6


（％）

3-2，CD購入店の選択理由

　　　CD購入店を選択する際，「品揃えが豊富」，「目当ての商品が探しやすい」，「値段が安い」，「レジが混雑していない」など，店頭での利便性を求めていると捉えることができる。次に，「自宅の近くにある」，「普段よく通る道沿いにある」，「通勤・通学時に利用しやすい」など，店に出向くときの時間的コストが少ないことが店舗選択理由として挙げられる。次に，「店員の接客態度がいい」，「店員が商品内容に詳しい」，「試聴機で聴ける曲数が多い」，「試聴機の数が多い」など，店頭で音楽の情報を得る際に必要なものがあることも重要な選択理由だと思われる。最後に，「何枚か買うと1枚無料でもらえる」，「予約特典がある」など，商品以外の付加価値があったほうがよいという理由もあることが分かる。


[image: image1.wmf]図1　CD購入店の選択理由v

62.3

54.1

42.1

37.1

32.6

24.4

22.9

19.5

17.7

17

15.1

14.3

13.4

11

9.8

0

10

20

30

40

50

60

70

品揃えが豊富

自宅の近くにある

目当ての商品が探しやすい

値段が安い

店員の接客態度がいい

普段よく通る道沿いにある

夜遅くまで営業している

通勤・通学時に利用しやすい

店員が商品内容に詳しい

試聴機で聴ける曲数が多い

DVDも販売している�

レジが混雑していない

試聴機の数が多い

何枚か買うと1枚無料でもらえる�

予約特典がある

％

系列1�


3-3，CD購入のきっかけ

CDを購入するきっかけとしては「テレビ番組を見て」，「テレビCMを見て」，「ラジオで聴いて」など，テレビ・ラジオ情報の影響力が強いが，「CD店で現物を見て」，「CD店の試聴機で聴いて」，「CD店で流れているBGM，BGVで聴いて」，「CD店のポスターや案内を見て」など，店頭での情報の影響力も強いことが分かる。
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4， 電子商取引の動向

電子商取引はインターネット上での取引であることから，有料音楽配信との共通点があると思われる。以下では，電子商取引における消費者にとってのメリット，問題点を見ていく。

4-1，消費者にとってのインターネット通販のメリット

増田（1996）は，自宅にいながらにして地方や海外の商品等，日常商圏では手に入れにくいものが手軽に購入できること，膨大な商品情報を検索することが容易にできることを挙げている。竹安・甲斐荘・小野（1985）は，店舗に出向かなくても商品の選択・購買ができることを挙げている。

実際に利用者がどのようなものをメリットとして挙げてみる。（社）日本通信販売協会の「インターネット通信販売利用者調査報告書（平成12年3月）」の調査結果によると，インターネット通販のメリットとして，「時間を選ばず利用できる」（49.6%），「店舗で入手困難な商品が購入できる」（18.8%），「場所を選ばず利用できる」（14.7%）といったことが特に多く挙げられている。

この調査により，消費者は特に，1日24時間，年中無休でショッピングのサービスが受けられること，店舗で入手困難な商品が購入できること，店舗に出向かなくてもショッピングができることの3つをメリットであると考えていることが分かる。

以上より，消費者にとってのメリットをまとめると，①1日24時間，年中無休でショッピングのサービスが受けられること，②店舗に出向かなくても，自宅にいながら商品の選択・購買ができること，③地方や海外の商品等日常商圏では手に入れにくいものが手軽に購入できること，④膨大な商品情報の検索が容易にできることとなる。

しかし，②と④については次のような指摘がされることもある。

まず④については，一面ではメリットと言えようが，一般的にいって消費者はあまりにも膨大な商品情報を与えられても，その与えられた時間にも限りがあるので，何か特定の品目を探し求めていない限り，かえって商品の購買意思決定の際に迷ったり，時間の浪費をしたりする可能性がある。

次に②については，消費者にとって何でもかんでも商品をインターネットを通じて購買していたのでは，商品の配達をいちいち待たなければならないので不便であり時間が自由にならないし，日用品等の単価が高くなったりすることもあり，メリットばかりあるというわけではない。

4-2，インターネット通販の問題点・課題

　　　インターネット通販のよりいっそうの拡大を図っていくためには，次のような問題点や課題を解決・克服していく必要がある。それは，①電子モール（仮想商店街）に対する消費者の認知率や，そこでの消費者の購入率がまだ低いこと，②電子カタログの読み込み・切り替え速度の問題，③電子カタログに掲載されている商品数が紙のカタログと比較してあまり多くないことや，掲載されている商品の写真の画質等の問題，④決済の安全性，⑤商品に直接触れたり，実際に目で見て確かめることができないこと，⑥買い物の際の社交的，娯楽的要素の欠如，⑦消費者のプライバシー保護の問題，⑧インターネット通販を行っている企業の採算性の問題などである。

5， ソフトウェア配信

インターネットや店頭端末機等によるオンライン・ショッピングが一番うまく機能するとみられるのが，消費者・顧客に製品（ないし商品）を送り届けるのに基本的には何らの物的流通を伴わないソフトウェア配信である。ソフトウェア配信の場合，コンピューター・ネットワーク上で，製品（ないし商品）の注文・配達・代金決済といった過程を完結させることができる。

5-1，消費者にとってのソフトウェア配信のメリット

　　　第1に，即座に製品を入手できるということである。例えば，インターネットを通じて，コンピュータ・ソフトや書籍のデジタル・コンテンツ，音楽ソフト等を，例えば消費者がインターネットを通じて，パソコンで利用している様々な補助記憶装置や記憶媒体にダウンロードするといったことにより，即座にそうしたものを入手することができる。

　　　第2に，登録顧客であれば，製品のアップデートや製品のニュースリリースにすぐにアクセスできるということである。

　　　第3に，試してから買うとか，利用するその都度の支払いといった新しい価格の選択肢が利用可能であるということである。わが国では，こうしたことに関する例として，音楽ソフトの視聴，一定利用期間毎のゲームソフトの料金支払い等といったものがある。

5-2，ソフトウェア配信の問題点

　　　デジタル・コンテンツの配信事業には，音楽ソフトのネット配信の場合に典型的に見られるように，実際には様々な費用が掛かってくることが多いので，デジタル・コンテンツの消費者への提供価格が必ずしも安くはならないこと，違法コピーや海賊版等の問題，著作権管理の問題といった問題点・課題を抱えている。

6， 仮説の設定

ここでいう音楽の購入とは，「CDを購入すること」と「パソコンで音楽配信サービスを利用すること」の二つを指す。

　　
　　①音楽配信の場合，価格がCDよりも低価格であること，また，CD購入店舗選択の際，値段が安いこともその要因であることから，以下の仮説を設定する。

仮説1　価格は音楽の購入意図に何らかの影響を与える

　　②CD購入店舗選択の際，「自宅の近くにある」，「普段よく通る道沿いにある」など，店舗に移動するまでの時間が短いことが影響していること，また，ソフトウェア配信のメリットにおいて入手するまでの時間が短いことが挙げられていることから，以下の仮説を設定する。

　　　仮説2　音楽を入手するまでの時間は音楽の購入意図に何らかの影響を与える

　　③インターネット通販について，決済の安全性という課題が挙げられていることから，以下の仮説を設定する。

　　　仮説3　決済の安全性は音楽の購入意図に何らかの影響を与える

　　④CDを購入するきっかけには，「店で現物を見て」という理由があることから，以下の2つ仮説を設定する。

　　　仮説4　歌詞カードは音楽の購入意図に何らかの影響を与える

　　　仮説5　パッケージは音楽の購入意図に何らかの影響を与える

　　

⑤CD購入者の特徴としてDVDソフトを購入している割合が高いこと，また，店舗選択要因に「何枚か買うと1枚無料でもらえる」，「予約特典がある」ことが挙げられることから，DVDやおまけなどの音楽だけではなく，付加価値を求めると考えたことから，以下の仮説を設定する。

　　　仮説6　付加価値は音楽の購入意図に何らかの影響を与える

　　⑥CDを購入するきっかけとして，CD店での試聴が挙げられていること，また，CD購入店舗選択の要因として，「試聴機で聴ける曲数が多い」，「試聴機の数が多い」ことが挙げられることから，以下の仮説を設定する。

　　仮説7　店頭での試聴は音楽の購入意図に何らかの影響を与える

　　仮説8　インターネットでの試聴は音楽の購入意図に何らかの影響を与える

⑦CD購入のきっかけとして，「テレビ番組・テレビCM」が挙げられていることから，以下の仮説を設定する。

仮説9　テレビ情報は音楽の購入意図に何らかの影響を与える

⑧CD購入のきっかけとして，「ラジオで聴いて」が挙げられることから，以下の仮説を設定する。

仮説10　ラジオ情報は音楽購入意図に何らかの影響を与える

⑨CD購入者の特性として，インターネットを利用し音楽関係のホームページを見ている人が多いこと，また，CD購入のきっかけとして，「インターネットで見て」が挙げられることから，以下の仮説を設定する。

仮説11　インターネット情報は音楽の購入意図に何らかの影響を与える

⑩CD購入のきっかけとして「雑誌で見て」が挙げられることから，以下の仮説を設定する。

仮説12　雑誌情報は音楽の購入意図に何らかの影響を与える

⑪CD購入店選択の要因として，「店員が商品内容に詳しい」が挙げられること，また，CD購入のきっかけとして「CD店のポスターや案内を見て」が挙げられることから，以下の仮説を設定する。

仮説13　店頭情報は音楽の購入意図に何らかの影響を与える

⑫音楽を購入する際，そのアーティストが好きであるという理由で購入することもあると考えたので，以下の仮説を設定する。

仮説14　アーティストへの態度は音楽の購入意図に何らかの影響を与える

⑬音楽を購入する際，友人・知人からの情報をもとに購入することもあると考えたので，以下の仮説を設定する。

仮説15　口コミ情報は音楽の購入意図に何らかの影響を与える

⑭音楽を購入する際，アーティストや音楽自体の話題性があるため購入することもあると考えたので，以下の仮説を設定する。

仮説16　話題性は音楽の購入意図に何らかの影響を与える

　　以上の仮説を整理すると，①情報探索についての仮説，②入手・決済方法についての仮説，③消費者特性についての仮説，④CDの特性についての仮説の4つに分けることができる。

表2　仮説の整理

	
	仮説番号

	①情報探索についての仮説
	1，4，5，6

	②入手・決済方法についての仮説
	2，3

	③消費者特性についての仮説
	14

	④CDの特性についての仮説
	7，8，9，10，11，12，13，15，16，


7， 調査方法

仮設の検証をするにあたって，2004年12月14日に慶應義塾大学商学部2年生88名を対象に，アンケート調査を行った。その内容は，まず基本的な属性調査に関してフェイスシートを用いて行い，その後音楽を購入する際，何を重視しているかを7段階尺度で得点をつけるよう依頼した。そして，音楽を購入する際，音楽配信で購入したいか，CDを購入したいかをそれぞれ質問し，さらに，音楽配信でとれくらい購入したいか，CDをどれくらい購入したいかを，それぞれ7段階尺度で得点をつけるよう依頼した。最後に，音楽配信にどのようなイメージを持つ消費者が音楽配信を利用し，利用したいと思っているか知るために，5つのイメージについて7段階尺度で得点をつけるよう依頼した。

なお，分析にあたっての統計処理については，R言語を使用した。

8， 分析結果

　　　まず，消費者が音楽配信を望むこととCD購入を望むこと，それぞれについて価格，時間，安全性等の変数の間にどのような関係があるか知るために重回帰分析を行った。次に，音楽配信を望む消費者とCD購入を望む消費者の間にはどのような違いがあるか知るために，「あなたは音楽配信を利用したいですか。」という質問に対し，1.はい　2.　いいえ，そして，「あなたはCDを購入して音楽を聴きたいですか。」という質問に対し，1.はい，2.いいえ，という2値の変数が従属変数なのでロジスティック回帰分析を行った。最後に，音楽配信に対しどのようなイメージを持つ消費者が音楽配信を利用し，利用したいと思っているかを知るために，イメージを説明変数として回帰分析を行った。

8-1，音楽配信についての回帰分析

　　　音楽配信の利用意向とラジオ情報には正の相関があるといえる。よって，仮説10は支持された。しかし，それ以外の仮説は棄却され，修正R2乗についても0.001531とかなり低いため，モデルの当てはまり自体もかなり低い。

表2　音楽配信回帰分析結果

	仮説番号
	変数名
	係数
	P値
	有意水準

	
	（切片）
	1.16083
	0.4571
	

	1
	価格
	0.02391
	0.8516
	

	2
	時間
	0.06170
	0.6865
	

	3
	安全性
	-0.09239
	0.5232
	

	4
	アーティスト
	0.23841
	0.2277
	

	5
	歌詞カード
	-0.05530
	0.7654
	

	6
	パッケージ
	0.08460
	0.6090
	

	7
	話題性
	0.02608
	0.8664
	

	8
	付加価値
	-0.14070
	0.3890
	

	9
	店頭試聴
	0.12188
	0.5127
	

	10
	インターネット試聴
	0.08459
	0.6399
	

	11
	テレビ情報
	-0.11114
	0.5824
	

	12
	ラジオ情報
	0.25258
	0.0802
	.

	13
	インターネット情報
	0.20429
	0.3197
	

	14
	雑誌情報
	-0.05875
	0.7976
	

	15
	店頭情報
	0.05193
	0.8129
	

	16
	口コミ情報
	0.02177
	0.9012
	


:  0 `***' 0.001 `**' 0.01 `*' 0.05 `.' 0.1 ` ' 1
修正R2乗：0.001531
8-2，CDについての回帰分析
　　　CDの購入意図と話題性には負の相関があるといえる。よって，仮説16は支持された。しかし，それ以外の仮説は棄却された。話題性には負の相関があるということは，話題性があるほどCDを買わなくなるということなので，話題性のあるものはレンタル等で済ませているのではないだろうか。つまり，CDの購入意図が高い消費者は自分の好きな音楽に注目し，話題性には左右されないものと考えられる。
表3　CD回帰分析結果

	変数名
	係数
	P値
	有意水準

	（切片）
	4.498049
	0.000155
	***

	価格
	-0.085794
	0.355422
	

	時間
	-0.146651
	0.187965
	

	安全性
	0.015929
	0.879044
	

	アーティスト
	0.125516
	0.379458
	

	歌詞カード
	0.135887
	0.312946
	

	パッケージ
	0.083038
	0.488569
	

	話題性
	-0.256906
	0.024705
	*

	付加価値
	0.075982
	0.520204
	

	店頭試聴
	-0.056906
	0.672766
	

	インターネット試聴
	0.086691
	0.508309
	

	テレビ情報
	-0.003834
	0.979082
	

	ラジオ情報
	0.071355
	0.491068
	

	インターネット情報
	-0.142416
	0.338099
	

	雑誌情報
	0.077703
	0.639831
	

	店頭情報
	0.005843
	0.970670
	

	口コミ情報
	0.051688
	0.684336
	


:  0 `***' 0.001 `**' 0.01 `*' 0.05 `.' 0.1 ` ' 1
修正R2乗：0.05946
8-3，音楽配信についてのロジスティック回帰分析

　　音楽配信についてのロジスティック回帰分析では，被説明変数が，「あなたは音楽配信を利用したいですか。」という質問に対しての，1.はい　2.いいえ，という回答であることから，推定値はその消費者が1をとる確率，つまり音楽配信を利用する確率ということができる。
よってここでは，時間を重視し，安全性を重視せず，アーティストに好感を持ち，歌詞カードを重視しない人ほど，音楽配信サービスを利用する確率が高いと言える。

表4　音楽配信ロジスティック回帰分析結果

	変数名
	係数
	P値
	有意水準

	（切片）
	-4.57124
	0.0399
	*

	価格
	0.13311
	0.4205
	

	時間
	0.32273
	0.0953
	.

	安全性
	-0.33385
	0.0760
	.

	アーティスト
	0.53321
	0.0509
	.

	歌詞カード
	-0.51647
	0.0434
	*

	パッケージ
	0.25306
	0.2109
	

	話題性
	0.05887
	0.7746
	

	付加価値
	-0.09571
	0.6569
	

	店頭試聴
	0.03051
	0.8891
	

	インターネット試聴
	0.30173
	0.1682
	

	テレビ情報
	-0.19849
	0.4362
	

	ラジオ情報
	0.16253
	0.3440
	

	インターネット情報
	0.06062
	0.8055
	

	雑誌情報
	0.20679
	0.4537
	

	店頭情報
	-0.04636
	0.8621
	

	口コミ情報
	0.12803
	0.5537
	


:  0 `***' 0.001 `**' 0.01 `*' 0.05 `.' 0.1 ` ' 1
8-4，CDについてのロジスティック回帰分析

　　　7-3と同様の分析であり，被説明変数が「あなたはCDを購入して音楽を聴きたいですか。」という質問に対する，1.はい，2.いいえ，という2値の変数である場合である。よって，話題性を重視せず，インターネット情報を重視しない消費者ほど，CDを購入する確率が高いといえる。

表5　CDロジスティック回帰分析結果

	変数名
	係数
	P値
	有意水準

	（切片）
	1.17639
	0.56007
	

	価格
	-0.27484
	0.14951
	

	時間
	-0.10667
	0.60986
	

	安全性
	0.12572
	0.51925
	

	アーティスト
	0.41960
	0.11365
	

	歌詞カード
	0.07804
	0.74993
	

	パッケージ
	0.16819
	0.41785
	

	話題性
	-0.67695
	0.00706
	**

	付加価値
	-0.09195
	0.66821
	

	店頭試聴
	-0.21083
	0.39521
	

	インターネット試聴
	0.24795
	0.29759
	

	テレビ情報
	0.26007
	0.32727
	

	ラジオ情報
	0.31889
	0.10179
	　　

	インターネット情報
	-0.66830
	0.02744
	*

	雑誌情報
	0.49991
	0.11575
	

	店頭情報
	-0.34529
	0.25127
	

	口コミ情報
	0.11495
	0.62549
	


:  0 `***' 0.001 `**' 0.01 `*' 0.05 `.' 0.1 ` ' 1
8-5，音楽配信利用意図とCD購入意図の分析

　仮設としては設定していないが，音楽配信の利用意向とCDの購入意図に関する分析を行うことで何らかの示唆が得られる可能性があると考え，分析を行った。

　まず，音楽配信利用意向とCD購入意図の相関を見てみると，0.08432222という値であった。このことから，音楽配信とCDは必ずしも対立するものではないということがいえる。
　次に，回帰分析を行った結果，CD購入意図を説明変数とした場合，回帰係数0.1135，P値0.435となり，棄却された。
9，考察

　　　まず，音楽配信を消費者に利用してもらうためには，ラジオでの情報提供が最も効果的で，音楽配信が身近であるように感じてもらうような情報を提供することで，その利用者は増加するのではないだろうか。次に，CDを購入してもらうためには，話題性をいかに小さくするかが重要であると思われる。

　　　音楽配信を利用したいと思う消費者は，時間的コストを小さくし自分の好きなアーティストの音楽のみを購入したいと思っており，その際，安全性に対しては特に意識していないという特徴があるのではないだろうか。CDを購入したいと思う消費者は，話題性を気にせず，インターネットの情報に振り回されないという特徴があるといえるのではないだろうか。

10，参考文献
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2001年 電子商取引の動向と展望
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2002年 音楽メディアユーザー実態調査

フェイスシート分析・調査対象者属性

対象者属性
　　・男性61名　女性27名
　　・外出時間平均　約8～10時間
　　・お小遣い平均　2～3万円
　　・お小遣いのうち音楽購入に当てる額平均　0～3千円
　　　            係数 　　P値    　　有意水準
　　　切片　　　　1.24696    0.000140 　***

　　　お小遣い    0.25912    0.002830 　**

　　・テレビ視聴時間平均　約1時間
　　・ラジオ視聴時間平均　0～30分未満
　　・インターネット利用時間平均　30分～1時間
　　・新聞を読む時間平均　30分以内
　　・雑誌を読む時間平均　0～30分以内
　　・上記のメディアから音楽の情報を得ていると回答した人は26名
　　・音楽を聴く時間
　　　最小：0時間　平均：30分～1時間　最大：2時間以上
　　・音楽の聴き方

CDプレーヤーで音楽を聴く人：18人
　　　MDプレーヤーで音楽を聴く人：27人
　　　パソコンで音楽を聴く人：8人
　　　デジタルオーディオプレーヤーで音楽を聴く人：5人
　　　CDプレーヤー，MDプレーヤーで音楽を聴く人：4人
　　　パソコン，デジタルオーディオプレーヤーで音楽を聴く人：5人
　　　CDプレーヤー，MDプレーヤー，パソコンで音楽を聴く人：3人
　　　CDプレーヤー，パソコンで音楽を聴く人：3人
　　　MDプレーヤー，パソコンで音楽を聴く人：2人
　　　MDプレーヤー，デジタルオーディオプレーヤーで音楽を聴く人：1人
　　　CDプレーヤー，パソコン，デジタルオーディオプレーヤーで音楽を聴く人：1人
　　　MDプレーヤー，パソコン，デジタルオーディオプレーヤーで音楽を聴く人：1人
　　　パソコン，デジタルオーディオプレーヤー，ICレコーダーで音楽を聴く人：1人
　　　CDプレーヤー，MDプレーヤー，パソコン，デジタルオーディオプレーヤーで音　　
　　　楽を聴く人：1人
　　・同居人数平均　2人～3人
単純集計表

	変数名
	価格
	時間
	安全性
	アーティスト
	歌詞カード
	パッケージ

	最小値
	1.00
	1.00
	1.00
	1.00
	1.00
	1.00

	第一四分位点
	4.00
	2.00
	2.50
	6.00
	3.00
	3.00

	中央値
	5.00
	4.00
	5.00
	7.00
	4.00
	4.00

	平均値
	4.909
	3.625
	4.253
	6.159
	4.239
	4.205

	第三四分位点
	6.00
	5.00
	5.50
	7.00
	5.00
	5.00

	最大値
	7.00
	7.00
	7.00
	7.00
	7.00
	7.00


	変数名
	話題性
	付加価値
	店頭試聴
	インターネット試聴
	テレビ情報

	最小値
	1.00
	1.00
	1.00
	1.00
	1.00

	第一四分位点
	3.00
	3.00
	3.00
	2.00
	4.00

	中央値
	4.00
	4.00
	4.00
	4.00
	5.00

	平均値
	4.136
	4.136
	4.080
	3.739
	4.625

	第三四分位点
	5.00
	5.00
	6.00
	5.00
	6.00

	最大値
	7.00
	7.00
	7.00
	7.00
	7.00


	変数名
	ラジオ情報
	インターネット情報
	雑誌情報
	店頭情報
	口コミ

	最小値
	1.00
	1.00
	1.00
	1.00
	1.00

	第一四分位点
	1.00
	3.00
	2.00
	3.00
	5.00

	中央値
	3.00
	5.00
	4.00
	5.00
	5.00

	平均値
	3.205
	4.239
	3.909
	4.273
	5.091

	第三四分位点
	5.00
	5.00
	5.00
	6.00
	6.00

	最大値
	7.00
	7.00
	7.00
	7.00
	7.00


調査票
１．あなた自身について、お聞かせ下さい。
	1. 性別
	1.　男性　　　　　　　2.　女性

	2. あなたの１日の平均外出時間
	1.
3時間以内　2.　3～5時間　3.　5～8時間　4.　8～10時間　
5.　10～12時間　6.　12～15時間　7.　15時間以上

	3. あなたお一人の月間支出（家賃や生活費などの出費を除いた、お小遣いとしてつかう額）
	1.
1万円未満　2.　1～2万円　3.　2～3万円　4.　3～5万円
5.　5～7万円　6.　7～10万円　7.　10～15万円　8.　15万円以上

	4. 3.のうちあなたが音楽購入にあてる額
	1. 0円　2.　0～3千円　3.　3～6千円　4.　6千～1万円　

5.　1～2万　6.　2～3万　7.　3万以上

	5. あなたが一日あたりにテレビを見る時間
	1.  0時間　2.　30分以内　3.　30分～1時間　4.　1～2時間　
5.　2～3時間　6.　3～4時間　7.　4時間以上

	6. あなたが一日あたりにラジオを聴く時間
	1.  0時間　2.　30分以内　3.　30分～1時間　4.　1～2時間　
5.　2～3時間　6.　3～4時間　7.　4時間以上

	7. あなたが一日あたりにインターネットをしている時間
	1.  0時間　2.　30分以内　3.　30分～1時間　4.　1～2時間　
5.　2～3時間　6.　3～4時間　7.　4時間以上

	8. あなたが一日あたりに新聞を読む時間
	1.  0時間　2.　30分以内　3.　30分～1時間　4.　1～2時間　
5.　2～3時間　6.　3～4時間　7.　4時間以上

	9. あなたが一日あたりに雑誌を読む時間
	1.  0時間　2.　30分以内　3.　30分～1時間　4.　1～2時間　
5.　2～3時間　6.　3～4時間　7.　4時間以上

	10. 上記（5.～9.）のメディアを通じて得ている情報を次からお選び下さい。（複数回答可）
	1. 政治・国際情勢　2. 経済・産業　3. 社会一般　4. 教養
5. スポーツ　7. 広告　8. 音楽　9. これらの中には無い

	11. あなたが一日に音楽を聴く時間
	1. 0時間　2.　30分以内　3.　30分～1時間　4.　1時間～2時間　

5.　2時間以上

	12. あなたはどのようなプレーヤーで最も音楽を聴きますか（複数回答不可）
	1. CDプレーヤー　2.　MDプレーヤー　3.　パソコン

4. デジタルオーディオプレーヤー　　5.　ICレコーダー

6.　その他（　　　　　　　　　　　　）

	13. 同居しているご家族の人数
	1.　一人暮らし　2.　1人　3.　2人　4.　3人　5.　4人以上

	14. 音楽活動を行う団体への所属
	1.　あり　2.　なし


１．あなたは音楽コンテンツを購入する際に何を重視しますか。最も当てはまると思うものに，それぞれ○をつけてください。なお，「安全性」とは料金支払いシステムについてのものです。「時間」とは店頭での購買の場合，店頭まで出向かなくてはならないというような，手に入るまでの時間のことです。

	
	まったくそうではない。
	そうではない。
	どちらかといえばそうではない。
	どちらともいえない。
	どちらかといえばそうである。
	そうである。
	非常にそうである。

	1.　価格
	1
	2
	3
	4
	5
	6
	7

	2.　時間
	1
	2
	3
	4
	5
	6
	7

	3.　安全性
	1
	2
	3
	4
	5
	6
	7

	4.　アーティスト
	1
	2
	3
	4
	5
	6
	7

	5.　歌詞カード
	1
	2
	3
	4
	5
	6
	7

	6.　パッケージ
	1
	2
	3
	4
	5
	6
	7

	7.　世間での話題性
	1
	2
	3
	4
	5
	6
	7

	8.　付加価値（おまけ・限定・DVD付き等）
	1
	2
	3
	4
	5
	6
	7

	9.　店頭での試聴
	1
	2
	3
	4
	5
	6
	7

	10. インターネットでの試聴
	1
	2
	3
	4
	5
	6
	7

	11. テレビ情報
	1
	2
	3
	4
	5
	6
	7

	12. ラジオ情報
	1
	2
	3
	4
	5
	6
	7

	13. インターネット情報
	1
	2
	3
	4
	5
	6
	7

	14. 雑誌情報
	1
	2
	3
	4
	5
	6
	7

	15. 店頭情報
	1
	2
	3
	4
	5
	6
	7

	16. 口コミ情報（友人間での）
	1
	2
	3
	4
	5
	6
	7


２．音楽配信とは，ファイル化された音楽データをインターネットなどのネットワークを経由して販売するシステムのことですが，ここではパソコンを使用する有料のものに限らせていただきます。携帯での「着メロ」「着うた」の購入は音楽配信には含まないので，ご注意下さい。

　　

以下では音楽配信とCDについてお聞きします。該当するものに○をつけてください。

　　（1）あなたは音楽配信を利用したいですか。

1. はい　2.　いいえ

　　（2）あなたはCDを購入して音楽を聴きたいですか。

　　　　 1.　はい　2.　いいえ

	　 （3）（1）（2）で答えたのは，それぞれどの程度のものですか。最も当てはまると思うものに○をつけてください。ただし1.に関しては，既に音楽配信を利用されている方は7とお答え下さい。
	まったくそうではない。
	そうではない。
	どちらかといえばそうではない。
	どちらともいえない。
	どちらかといえばそうである。
	そうである。
	非常にそうである。

	1.　音楽配信を利用したい（（1）の程度）
	1
	2
	3
	4
	5
	6
	7

	2.　CDを購入したい（（2）の程度）
	1
	2
	3
	4
	5
	6
	7
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